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手元に残しておきたくなるような 
“モノ”としてのデザインを
編    アートディレクターとして媒体を問わず幅広いお仕事
をされている上西さんですが、代表作として思い浮かぶ
のはポスターが多く「ポスターの上西祐理さん」というイ
メージが強くあります。
上西  そもそも自分のグラフィックデザイナーとしての
ルーツは、中高生時代から音楽や映画や雑誌といったカ
ルチャーに親しんでいたことにあるんです。実家が東京の
中央線沿線にあり、カルチャー色の強いショップや劇場な
どがたくさんある中で育ったので、自然に興味を持ち、そ
ういうものを貪っていました。進路を考えるときに、自分
の好きなものを振り返ってみたら、CDにしろ映画のチラ
シやポスターにしろ雑誌にしろ、手元にある好きなものた

ちはみんな最終的にデザイナーの手を経て形になってい
るということに気づいて、デザインを学べば好きなものに
囲まれて生きていけるのではないかと思ったんですね。自
分が心底好きと思えて手元に持っていたくなるような、実
態のある“物”をつくりたいという気持ちは、学生時代から
ずっとありました。ポスターもそのうちの一つです。
編    大学の授業では、やはりポスターづくりの課題が好き
だったんですか？
上西 はい。私の通っていた多摩美術大学のグラフィック
デザイン学科はポスターに力を入れていて、課題のアウト
プットがポスターであることも多く、作品を学内で安価に
出力できるサービスもありました。そんな環境の中で私
がこだわっていたのは、表現としていかに美しくカッコい
いポスターをつくるか、そのためにいかにデザイン力を磨
いていくか、ということでした。この色の組み合わせは綺

テーマに正面から向き合って
じっくり考え、しっかりつくる。

多摩美術大学グラフィックデザ
イ ン 科 を 卒 業 後 、電 通 に 入 社 。
2 0 2 1 年に独 立し、株 式 会 社 北
極設立。『世界卓球（テレビ東京）』

『LAFORET GRAND BAZAR
（ ラフォーレ原 宿 ）』『 2 1 2 1 年 
Futures In-Sight 展（21_21 
Design Sight）』などのデザイン
が高く評価され、ポスター、エディ
トリアル、パッケージ、展覧会空間、
映像など幅広いデザインに加え総
合的なブランディング、キャンペー
ンプランニング等も手がける。東
京ADC賞、JAGDA新人賞、ヤン
グカンヌ金賞、ACCグランプリな
ど受賞多数。東京TDC賞、グッド
デザイン賞、カンヌクリエーティブ
アワードなどの審査員も務める。
https://hokkyoku.ltd
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麗だ、このレイアウトは面白いな、というようにビジュアル
のことばかりを考え、課題を楽しんでいました。
編    電通に入社して、その経験は生かされたんでしょうか。
上西 会社に入ってからは、その前提の、“そもそもそのポ
スターは何のためにあるのか？伝えたいメッセージは何
か？”ということを強く考え意識するように変わっていった
ように思います。そこから考えないと本質的に必要なもの
になり得ないのではないかと思うようになりました。電通
という会社は、社内にも人数が多いので、自分は何が得意
なのかという武器がないと埋もれてしまいます。また、広
告というものはサイクルが早く、キャンペーン期間が終
わったら忘れ去られてしまうものも多いです。そんな中で
ちゃんと人の心に残る仕事をしたい、作るならちゃんと残
しておきたくなるようなものを作りたいと思い、一連のプ
ロモーションにポスターが含まれている案件には積極的
に手を挙げて、ない場合も、ポスターの必要性を提案し、
1つの画面に強い思いを込めビジュアルに定着、印刷して
ポスターという物にするということを大切に取り組み、自
分に知識や経験を蓄えていきました。
編    ポスターづくりを武器にしていく過程で、大きな賞を受
賞できたことも自信になったのではないですか？
上西 最初に手応えを感じたのは『世界卓球2015』のポ
スターです。世界卓球のキャンペーンは入社2年目から４
年連続で携わらせてもらい、毎回いろんな切り口で表現
してきたのですが、当時はまだ卓球自体がオリンピックで
もメダルレースに加わっておらず、やや目立たない地味な
スポーツの印象があったので、この年は卓球というスポー
ツそのものと向き合って、この競技のかっこよさを、本質
的に伝えられないかなと思いました。卓球は“最速の球

技”と言われるだけあって、普通の人の目には速すぎて
見えないくらい、とにかく速いんですね。でも一流の選手
は確実に球を捉えていて、さらにコントロールして打ち
返している。そんな“プロにしか体感できていない世界”、
0.0001秒の瞬間をテーマに画にしたら、卓球のかっこよ
さとか選手のストイックさとか、見る人に新たな気づきを
与えられるんじゃないかと考えて、あのシンプルな写真の
ビジュアルに辿り着きました。
編    まさに「静中の動」、といったエネルギーを感じますね。
上西 ポスターが掲載される駅の構内ってごちゃごちゃし
ていて雑多な空間なので、シンプルで綺麗なものがある
と、それだけで目を引くはずだという狙いもありました。
編    ブルーの色彩がとても印象的です。
上西 このビジュアルをCGイラストだと勘違いする人も
いるんです。確かにスマートフォンの画面ではそう見える
かもしれませんが、実物のポスターサイズで見たら明ら
かに写真だとわかると思います。限りなく絵のように、単
色に見えるように撮ってもらっていますが、それでも場所
によって微妙にブルーの色味が違いますし、質感のディ
ティールが存在しています。それこそが写真の情報量の
多さによるものであって、人間の目はそれをちゃんと捉え
て写真だと見分けられるんですね。その情報量をうまく定
着させるためには、徹底的に印刷にこだわらなくてはいけ
ません。最終印刷物の仕上がりまで含めてグラフィックデ
ザイナーの仕事です。ありがたいことに世界卓球のポス
ターは国内だけでなく海外でも賞をいただくことができ
ました。物事の本質に向き合おうとした姿勢や、それが美
しく定着できたことが評価されたのではないかなと思い
ます。

シンプルな青い卓球台の上に跳ねているボールは一流選手の目にだけ捉えられる0.0001秒の世界（ADC賞、JAGDA賞等国内外で受賞多数）。

テレビ東京 世界卓球2015
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世の中に存在してもいいと思える 
広告やデザインとは
編    海外からの評価というのは嬉しいですよね。異なる文
化の中でも伝わる、共通の価値観があるわけですから。
上西 『世界卓球2015』の前年に、『ヤングカンヌ』（第61
回カンヌライオンズ国際クリエイティビティ・フェスティバ
ル）というコンペに参加したのが、自分にとって大きな転
機になりました。各国の若手クリエイター（当時はU28が
参加資格）の代表がその場でお題を出されて24時間以内
につくった広告で競うという、広告のオリンピックみたい
な大会です。クライアントはNPO団体から選ばれ、課題も
その団体が取り組む社会問題の関連から出題されるので
シリアスな内容だったり、商業色の強い日本のコンペとは
また違う趣です。そのとき私たちに出された課題も、クラ
イアントはWWF（世界自然保護基金）でテーマは『絶滅
危惧種の動物を救うために、SNSでのフォローを促すビ
ジュアル』というものでした。
編    随分考えたんじゃないですか？
上西 すごく考えさせられました。この社会問題をどう捉
え、どんなメッセージをどう伝えたら、少しでも解決できた
りいい方向に向かう一助になれるのか。参加前に日本で
行った自主演習なども含め、“私たちの生きているこの社
会には様々な問題があるのだ”と気づかされました。世の
中にはシリアスな問題が溢れているし、そんな中で金銭や
資源が投じられて商業活動や広告活動は行なわれている。
だからせめて存在してもいいと思えるものを作りたい、少
しでも世の中や人の心がいい方向に向かえるようなもの
をつくれたらいいなという思いも芽生えました。

編    ヤングカンヌではみごとに金賞を獲ることができまし
た。賞と同時に、クリエイターとして大きな収穫があったの
ではないですか？
上西 そのコンペ以降、制作物に強度が出たと言ってもら
えたりするようになりました。クライアントさんからのお
題に対して、真剣に向き合い考えて、一時的で表層的なも
のではない、世の中にあってもいいと思えるものをつくろ
うと、心がけるようになったからだと思います。その頃か
ら、会社の中で振り分けられるだけではなく、クライアント
さんから直接お声がけいただく仕事も増えてきました。グ
ランバザールや年間キャンペーンを手がけたラフォーレ
原宿の仕事もその一つでした。ファッションビルだからと
いって、ただおしゃれであればいい、流行を追ったビジュア
ルにすればいいというだけだったら私に声はかからなかっ
たと思います。
編    上西さんならではの、底力のある新しい表現を期待し
たんでしょうね。
上西 人類にとって服とはどういうものなのかという根本
的なところから考えを始め、プレゼンでは丁寧に意図を伝
え、定着はその案をジャンプアップさせるように頑張って
いました。
編    土偶を使ったポスターはとくにインパクトありましたよ
ね。
上西 あれは一見コミカルでふざけているようにも見える
んですけれど、大まじめに提案したものなんです。「文明・
文化が発達する前の時代から、人は衣服を、単に暑さや寒
さや危険を凌ぐためだけのものとは考えていなかった。そ
れは土偶を見ればわかります。縄文人は、多様な服を身に
着け、貝殻をつないでネックレスにして飾ったり、体に模様

「FASHION IS IN THE HUMAN DNA.」
「文明以前の遥か昔から人間は装飾を大切にしてきた」をコンセプトに、モード土偶やHIPHOP土偶をキービジュアルに採用。

LAFORET GRAND BAZAR 2019
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を刻んだりしていた。こうした合理性を超えておしゃれを
楽しむ心、創意工夫の精神、美を愛でる気持ち。それこそ
が、“人間を人間たらしめている本能”なのではないでしょ
うか。」と熱く語って通った企画なんですよ（笑）。
編    プレゼンに立ち合って熱弁を拝聴したかったです（笑）。
上西さんの“深く考える力”が凝縮されたポスターなんで
すね。
上西 ポスターはワンビジュアルで何が言いたいのかを
表現する、極めてミニマムな媒体です。興味のない人には
無視されることも往々にしてあるので、スピードも要する。
自分の中の考えをしっかりブレずに研ぎ澄まさないと、見
た人に届かなかったり、よくわからないものになってしま
う。伝えるべきことを一つのキービジュアルに集約すると
いうのは、webでもロゴでも応用の効く技能で、それを一
枚の印刷物の形にしたのがポスターなんですね。

印刷会社とグラフィックデザイナー 
プロとプロの信頼関係
編    言いたいことをワンビジュアルに絞っても、それがちゃ
んと伝わるかどうか気になるのではないですか？
上西 最終的には受け手にすべてがそのまま伝わらなくて
もいいし、クライアントにだって制作意図をすべて理解す
る必要はないかもしれません。意図したものとはまた別の
良い解釈が生まれる面白さもあるかもしれない。でも何
にしろ作り手には向かい合ってやりきる責任がある。ちゃ
んと1つ1つ考え、適切な有様に向けて粛々と仕上げて、
世に送り出す。ビジュアルの完成度も、物としての完成度

も含めて。
編    陰ながらの努力は、知られなくてもいいと。
上西 何時間も考え抜いたという思考の部分以外でも、た
とえば印刷で言うと“この色は２回重ねて刷ったからこん
なに鮮やかに表現できた”ということを、見た人が知る必
要は必ずしもありませんよね。デザインにおいても、文字
組みにせよレイアウトにせよ、どれだけ時間や工夫が込め
られているかは知られなくてもいい。制作側がクオリティ
を８割、8.５割、9割と、どんどんイメージする完成に近づ
けて積み上げていけばいいんです。気づかれるかどうか
は関係なく、こうあった方がいいものがあるなら、そこを
目指してやったほうがいい。仲間内では、その良くするた
めに自分が頑張りたいから頑張ってる部分を、“（デザイン
の）神様に捧げる領域”なんて呼んだりしてるんですけど、
そういう1つの仕事に関わった様々な人の目に見えない
頑張りが形になったものを見て、“わあきれい！”って思っ
てもらえたらそれでいいかと思うんです。
編    印刷物においてはデザイナーと印刷会社との連携が
重要になってきますね。
上西 私は印刷されて物として完成した制作物が大好きな
ので、印刷をものすごく大事に考えています。グラフィッ
クデザイナー自身にも専門的、職人的な印刷の知識がな
いといけないと思い、毎回の印刷が勉強です。知識が多い
ほど、印刷のプロからのアドバイスもより正確に理解でき
ますし、印刷のことも計算に入れてデザインに生かせるわ
けですから。
編    デザイン側も印刷側も、自分の領域だけでなく相手の
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専門分野にも通じていることが、パートナーシップの基本
なんでしょうね。
上西 自分で印刷はできないですから、最後の完成の部分
は印刷会社さんに託すしかないわけで、どうぞ良い仕上が
りになりますようにと天に祈るようなところもあります。で
も実際には、色校正での意思疎通や、制作工程で営業さ
んがデザインの意図をしっかり理解してくれ、いかに印刷
現場と丁寧にやりとりをしてくれるかによって明らかに仕
上がりが違ってくるので、信頼してる方にお願いしている
ときは祈らなくても大丈夫なんですね。「このデータはこ
うつくらないと狙い通りには出ないよ」とか「その色はこ
の用紙を使うと上手く出るよ」とあらかじめ助言してくれ
たり、途中で明確なフィードバックをくれたり。そんなやり
とりの中で私たちデザイナーも育てられ、知識が蓄積さ
れ、より複合的な視点で、デザインの意図を印刷に反映さ
せていけるようになるんです。
編    やったことのない印刷物に挑戦するときなどには、印刷会
社との連携が、ますます重要になってくるのではないですか？
上西 私はポスターに関しては数をこなしてきたので、文
字にしろ配置にしろ、勘もよく判断も早くできるのですが、
ブックデザインに関してはまだまだ手探りの部分もあり、
毎回勉強しながら頑張っています。しかも本って一冊一冊
の世界がまるで違うし、紙も綴じ方も選択肢も多いし組み
合わせも無限じゃないですか。だから、何か試してみたい
ことがあったり、ちょっとでもわからないことがあったりす
ると、印刷会社さんだけでなく紙の専門商社や製本会社
の方々にも質問して助けてもらったり、色々な専門的なプ
ロの人から貴重な意見をもらって学ぶ、ということが多い
ですね。本当にありがたい限りです。

編    電子書籍やデジタルサイネージなども普及してきてい
ますが、まだまだ、本やポスターと言うと紙のイメージが
強くありませんか？
上西 私はちょうどデジタルメディアが増え始めた頃に電
通に入社したので、サイネージやWEBのデザイン、映像
などの動画も手がけますが、 グラフィックを物に定着す
ることをとても大事にしてきました。あと単純に、デザイ
ナーを目指したずっと若い頃から、紙の印刷物が大好きな
んですね。バーチャルではなく、触ったりめくったりという
身体性を伴うリアルな“モノ”としての印刷物が。Macと
Adobeをつかってデジタルデータとしてつくられたデザ
インも、印刷会社で印刷され紙に定着して初めて、インキ
の匂いや手触りのある“モノ”として立ち上がるわけです。
そしてそれを手にした人や、空間で鑑賞した人の、“体験”
として記憶される。その記憶は五感を伴い、デジタルな

ヘアケアブランドによる、ソーシャルアクションを投げかけるキャンペーン。地毛であるにもかかわらず証明書を提出させられたり、黒染めを強要されたりする、
髪についての学校校則の在り方について議論を呼びかけ、アンケートやハッシュタグを通じて現役高校生や学校の先生たちにも大きな反響を呼んだ。

P&G PANTENE #この髪どうしてダメですか？
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データよりずっと多くの情報量を持ち、強く長く残るもの
だと信じています。
編    それこそ印刷の存在意義だと言えませんか。
上西 グローバルなキャンペーンを手がけているときなど
にも痛感するんですが、日本の印刷技術は本当にレベル
が高いです。文化として絶対に残していかなければいけ
ないと思います。アジア人は目の虹彩が黒みを帯びてい
るため中間の明度を捉える感度が高く、色彩に対して繊
細だと言われていますし、そもそも日本人の気質的にきっ
ちり丁寧に仕事に向かい合われてる方が多いことも、精
度の高さに繋がっているんでしょう。プロとしての職人的
なこだわりで、日 “々神様に捧げる領域”に取り組まれてる
方も多いのではないでしょうか。紙の種類も豊富で、文字
や写真の再現も美しい。文化として世界に誇れる日本の
印刷が、この先も途絶えずに高いレベルで継承されてい
くことを、心から願っています。

正解は一つじゃない 
心にたくさんの軸を持とう
編    上西さんは2021年に電通を退社し『北極』という会社
を立ち上げられました。
上西 もともと電通に就職する時点で、一生勤めるつもり
はなく、時が来たら辞めようと考えていました。会社勤め
だと定年がきますよね。60歳で定年になってから1人に
なったとして、そこから残りの人生どうやって仕事をしよ
う？とずっと思っていて。人生100年時代と言われていま
すが、私は60歳になっても70歳になってもなるべく長く
仕事をしていたいし、楽しくものをつくっていたい。なの
で良き時に辞めて、自分の看板で仕事をするしかないか
と。あとは昨今の働き方改革による、もう少しやればよく
なるからやりたいときですらも強制的に一律残業しては
いけないというルールなど、働く時間や働き方に制約をう
けることが自分には合わなかったり、さらには新型コロナ

ウイルス感染症に伴うリモートワークの推奨もあって組織
に所属する意味も希薄になったり。
編    ここが独立へのタイミングだと。
上西 なんとなく10年一区切りと意識していて、丸10年働
いて11年目がちょうど東京オリンピックの年だったので
そこかなと思っていたんですが、コロナ禍で開催が延期。
私の独立も一年延期することにしました。
編    いまはすべてお一人でやっていらっしゃるんですか？
上西 企画からデザイン、細かい赤字の修正や印刷の最終
チェックまで全部自分でやっています。一人では見合わな
いような仕事量をしていたりもするので、よく驚かれます
が（笑）。自分でやる心地よさもあります。
編    なかなか休む暇もないでしょう。
上西 オフを取るときはしっかり取るようにしています。会
社員時代、一年のうち11カ月はがっつり働き、１カ月しっか
り休んで旅に出るということもしていました。観光目的で
旅程をきちんと決めた旅ではなく、行きと帰りのチケットだ
け取って、あとは自由気ままに放浪するような感じでやって
いたら、それが自分にとって性に合っていたんですね。
編    山登りがお好きだとか。
上西 特に雪山登山が好きです。人も少ないですし、どこ
をみても絶景。もちろん準備やサーチもしっかりしていき
ますが、自然の厳しさの前に自分の限界や小ささをダイ
レクトに感じられるのも良いです。最初にガイドをつけて
何度が登って、いまは単独でも行っています。海外でのト
レッキングも好きです。
編    あえて日本を離れる意味、みたいなものはありますか？
上西 海外に出てみると、それぞれの国に独自の文化や考
え方があり、日本で生きてきたわたしが思い込んで縛られ
ていた“これが正解”というものや“常識”は、実は国が変
わればそうでもないのだと気付かされ、心が楽になったり
します。日本で日々忙しく生活して、しかも広告の仕事は
資本主義経済のど真ん中、お金や人の欲望や競争という

2016年、新宿にできた商業施設「NEWoMan」の開業告知キャンペーン。自分の意志で選択し、地に足をつけてしっかり未来に踏み出す、
そんな現代を生きる女性たちのパワーやエネルギーや生命力を多様な光あふれるポートレートで表現。

NEWoMan オープン広告
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ことについても考えさせられることもあったりします。世
界を旅してみて、いろんな環境、いろんな価値観に触れる
ことは、私の中に色々な価値基準の軸をもたらせてくれ
ますし、そんな中で自分は何が大切なのかも考えさせら
れます。裕福だと言われている国の人が不幸そうだった
り、貧しいと言われている国でもみんな幸せそうに暮らし
ていたりもするわけです。自分にとって大切にしたい豊か
さや幸せってシンプルなことなんだと気づいたり、日々当
たり前に感じていたささやかな幸せが奇跡みたいなこと
なのかもと再認識して感謝できるのも、旅のいいところだ
と思います。僻地帰りには、蛇口からお湯が出るだけで日
本っていいなって感謝してたりします。
編    ご自身で撮った雪山の写真も素敵ですね。写真集が出
せそうなくらい。
上西 一応、中高時代は写真部でした（笑）。いまはiPhone
で撮る程度です。写真集やテレビなどをみて「きれいだ
な」と眺めるんですが、そうするとなるべく自分でも実際
にそこに行って自分の目で見て体験したくなっちゃうんで
すね。やっぱりリアルな情報量を感じたいし、自分はそれ
に対してどう心が動くのか気になる。私は、行ったことの
ない国があれば行ってみたいし、やったことのないことは
自分でやってみたいし、自分がつくったらどうなるんだろ
うということにも興味が湧くし、とにかく新しいことを体験

することに面白みを感じるんです。自分がやってみて、ど
う感じるのかのリアリティーが好きなんですね。
編    危険は避けたい、失敗が怖いという若者も多いようで
すね、最近は。
上西  そんな人たちには「ちょっと考え方を変えてみた
ら」と助言するようにしています。失敗なんてものはない、
やってみて思ったようにはうまくいかなかったとしても、そ
の過程で得たものもあるだろうし、そのやり方では違った
なというのを学んでいる時点で勉強であり成長でしかな
い。何もやらないより、挑んだ分だけ確実に何かを得てい
ると。超ポジティブ解釈ですが、一理あるはずです。旅や
山も同じで、未知の場所へ出かけるのは不安かもしれな
いけれど、死なない程度にリスクを減らした上で、行った
ことのない場所を訪れ、やったことのないことをやる方が、
人生面白いし何かを得れてると思うんです。経験は自分
が自分に与えてあげられる養分であり、価値だと思ってい
ます。そしてそこで学び得たいろいろな軸を自分の中に
持てるようになれば、日常の生活や仕事でモヤモヤするこ
とがあったとしても、反省したり他の答えをもてたり、いろ
んな視座から向き合えるようになると思うんですね。これ
からの時代、人生が長いので、仕事においてもプライベー
トにおいても、自分がワクワクできる対象を持つことが、
ますます重要になってくるのではないかなと思います。


